
。

永
田
さ
ん
の
オ
ン
ラ
イ
ン
報

告
か
ら
パ
ブ
コ
メ
の
テ
ー
マ

の
例
を
挙
げ
ま
す
。

（
編
集
部
）

□
「
審
査
書
案
」
で
は
、

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
重
大
事

故
の
定
義
が
、
冷
却
が
止

ま
っ
た
と
き
か
ら
、
沸
騰
、

蒸
発
・
乾
固
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の

現
象
と
し
て
溶
融
、
揮
発
、

爆
発
が
続
き
、
放
射
能
大

放
出
に
至
る
の
で
す
が
、

「
案
」
は
そ
れ
を
無
視
し

て
い
ま
す
。
原
理
的
に
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
事
故

は
起
こ
る
と
考
え
て
対
策

を
立
て
る
こ
と
が
重
大
事

故
を
防
ぐ
（
被
害
を
少
な

く
す
る
）
道
で
す
。
溶
融
、

揮
発
な
ど
あ
っ
て
ほ
し
く

な
い
か
ら
、
無
い
こ
と
に

し
て
無
視
し
、
議
論
せ
ず
、

で
は
福
島
の
教
訓
は
生
か

せ
ず
非
現
実
的
で
あ
り
再

度
審
査
を
や
り
直
す
べ
き

で
す
。

□
一
九
七
六
年
の
旧
西
独

政
府
や
高
木
仁
三
郎
氏
の

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の

評
価
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
乾
固
後
の
「
溶
融
、

揮
発
」
ま
で
詳
細
に
扱
っ

て
い
ま
す
。
肝
心
の
部
分

を
扱
わ
な
い
「
重
大
事
故

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
「
案
」
：
１
３
７
頁
、

１
６
２
頁
）

《天恵の海》
２０２０（令和２年）

６月 ６日

第 ２０５ 号

編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会
郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp

《本紙の全バックナンバー掲載》

永田文夫さん

原燃報告書の該当欄

貯槽ごと核種データに「プルトニウム 239

2.01×１０１３ ベクレル」 とある。

＝ 第８９回再処理等審査会合の資料から＝

重
大
事
故
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

何
故
、
「
蒸
発
・
乾

固
」
迄
な
の
か
？

私
達
八
市
民
団
体
が
「
コ
ロ
ナ
禍
最
中
で
の
審
議
終
了
反
対
の

要
請
書
」
を
送
付
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、

五
月
一
三
日
「
再
処
理
工
場
審
査
書
案
」
を
審
議
終
了
と
し
、「
合

格
案
」
と
し
て
し
ま
い
、
翌
日
か
ら
パ
ブ
コ
メ
を
開
始
ま
し
た
。

こ
の
六
年
間
、
審
査
会
合
に
注
目
し
質
問
や
要
請
を
何
回
も
繰

り
返
し
、
再
処
理
工
場
の
実
態
を
調
べ
そ
の
危
険
性
を
訴
え
て
来

た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
「
審
査
書
案
」
は
、
合
格
に
は
ほ
ど

遠
く
及
ば
ず
、
再
処
理
工
場
は
危
険
な
実
態
の
ま
ま
で
あ
る
と
判

断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
当
会
永
田
文
夫
世
話
人
が
二
つ
の
オ
ン

ラ
イ
ン
動
画
に
出
演
し
、
再
処
理
審
査
書
案
を
実
証
的
に
批
判
し

て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
「
パ
ブ
コ
メ
」
に
応
募
し
徹
底
的
に
批
判

し
ま
し
ょ
う
。
六
月
一
二
日
締
め
切
り
で
す
。
急
ぎ
ま
し
ょ
う
。

誰でも出せるパブリックコメント
「パブリックコメント」は行政法に定められた「意

見公募手続」であり、誰でもが意見を出せます。重大

事故が起これば誰もが影響を受けます。次のＵＲＬを

開いて応募しよう。（６月１２日締め切り）

(工業／原子力 案件番号 198020202)

https://search.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLA

SSNAME=PCMMSTDETAIL&id=198020202&Mode=0

パブコメ・セミナー：原子力規制を監視する会 ・ＦоＥＪａｐａｎ

「再処理審査書案に意見を出そう」
５月２２日第１回から６月１０日第５回までオンライン会議

システムで行われています。

https://www.facebook.com/watch/live/?v=9192495

原子力資料情報室ウェブ連続講座
「六ケ所再処工場 何が問題か」

こちらのオンライン講座にも 永田さんが、５月３０日（２

時間）出演し報告しました。「パブコメ・セミナー」と同じテー

マですが、より時間をかけて説明しています。

https://cnic.jp/movies/9133

西
ド
イ
ツ
政
府
の

再
処
理
工
場
事
故
評
価
の
記
事

（

毎
日
新
聞

１
９
７
７
・
１
・
１
５
）



□
稼
働
後
の
フ
ル
運
転
時
、

高
レ
ベ
ル
廃
液
貯
槽
（
１

２
０
３

ｍ
）
と
不
溶
解
性
残

渣
廃
液
貯
槽
７
０
３

ｍ
）
の

廃
液
に
臨
界
量
を
超
え
る

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３
９
が

含
ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
な
ぜ
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
含
有
を
伏
せ
て
い

た
の
か
、
な
ぜ
臨
界
を
審

査
せ
ず
に
済
ま
せ
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
説
明
す

る
べ
き
で
す
。

□
六
ケ
所
再
処
理
工
場
ア

ク
テ
ィ
ブ
試
験
で
は
４
２

５
ト
ン
の
使
用
済
燃
料

（
約
１
％
が
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
）
を
再
処
理
し
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
３
・
３
ト
ン
得

ま
し
た
。
４
・
２
５
ト
ン

の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
含
有

し
て
い
た
の
で
す
か
ら
約

二
割
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が

未
回
収
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

原

爆
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
８
ｋ

ｇ
で
一
発
出
来
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
約
一
一
五

発
分
が
未
回
収
で
す
。
核

物
質
の
「
行
方
不
明
」
問

題
は
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、

こ
れ
で
は
日
本
原
燃
は
、

六
ケ
所
再
処
理
工
場
を
稼

働
す
る
資
格
が
な
い
事
業

者
と
言
え
ま
す
。

（
「
案
」：
二
〇
六
頁
）

□
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
実
施

当
初
の
三
年
間
に
海
洋
に

膨
大
な
ト
リ
チ
ウ
ム
が
放

出
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
原

燃
と
青
森
県
は
放
出
口
直

上
の
南
北
５
ｋ
ｍ
、
南
北

２
０
ｋ
ｍ
で
海
水
の
ト
リ

チ
ウ
ム
を
五
〇
〜
六
〇
回

測
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
は
「
全
て
不
検
出
（
２

ベ
ク
レ
ル/

㍑
以
下
）
」
と

公
表
し
ま
し
た
。
し
か
し

不
思
議
な
こ
と
に
、
東
北

電
力
や
環
境
科
学
技
術
研

究
所
の
測
定
で
は
、
同
海

域
で
ト
リ
チ
ウ
ム
が
検
出

さ
れ
そ
の
数
値
も
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
原
燃
に
デ

ー
タ
を
操
作
し
た
疑
念
を

質
し
て
も
誠
意
あ
る
答
え

が
あ
り
ま
せ
ん
。
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
不
正
の
疑
念
を
そ

の
ま
ま
に
す
る
の
は
事
業

者
の
適
格
性
に
欠
け
る
行

為
と
言
え
ま
す
。
（
「
案
」
：

４
頁
）

□
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
ガ
ラ

ス
固
化
は
、
不
溶
解
性
残

渣
廃
液
を
加
え
る
と
白
金

族
の
沈
積
が
起
こ
り
ト
ラ

ブ
ル
を
起
こ
し
て
い
ま

す
。
Ａ
溶
融
炉
は
天
井
レ

ン
ガ
が
剥
落
し
た
ま
ま
で

す
。
ま
た
高
レ
ベ
ル
廃
液

濃
縮
缶
は
温
度
計
部
に
穴

が
空
い
た
ま
ま
で
減
圧
濃

縮
を
し
て
お
り
、
安
全
上

考
え
ら
れ
な
い
運
転
で
す
。

（
「
案
」
：
４
頁
）

□
二
〇
〇
八
年
二
月
～
二

〇
一
三
年
七
月
に
か
け
て

製
造
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
固
化

体
二
八
七
本
に
閉
込
め
ら

れ
た
廃
液
は
９
５
３

ｍ
と

推
定
さ
れ
ま
す
。
一
本
あ

た
り
０
・

３
３
３

ｍ
の
閉

じ
込
め
に
な
り
こ
れ
は
，

国
会
で
の
答
弁
０
・
５
２

３

ｍ
の
約
六
割
と
な
り
、
固

化
は
失
敗
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
国
産
ガ
ラ
ス
固

化
技
術
の
失
敗
を
直
視
し
、

英
仏
方
式
Ａ
Ｖ
Ｍ
法
を
導

入
し
て
固
化
安
定
後
再
処

理
か
ら
撤
退
す
べ
き
で
す
。

（「
案
」
：
４
頁
）

□
放
射
性
物
質
も
二
〇
一

二
年
六
月
か
ら
環
境
基
本

法
の
公
害
物
質
に
含
め
ら

れ
た
は
ず
で
す
が
、
未
だ

に
特
別
扱
い
に
な
っ
て
い

ま
す
。
環
境
基
本
法
の
理

念
を
尊
重
し
健
康
で
文
化

的
な
生
活
の
基
盤
で
あ
る

環
境
保
全
の
た
め
、
厳
し

く
ト
リ
チ
ウ
ム
な
ど
の
環

境
基
準
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト

等
を
定
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
（
「
案
」
：
４
頁
）

□
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
中
の

膨
大
な
ク
リ
プ
ト
ン
・
ト

リ
チ
ウ
ム
の
環
境
放
出

（
２
０
０
６
～
９
年
）

□
高
レ
ベ
ル
廃
液
セ
ル
内

漏
洩
事
故
（
２
０
０
９
年
）

□
直
下
活
断
層
説
・
変
動

地
形
学
渡
辺
満
久
教
授
の

指
摘
。
（
２
０
０
９
年
）

□
東
日
本
大
地
震
・
津
波

に
よ
り
、
外
部
電
源
停
止

と
非
常
電
源
切
り
替
え
。

（
２
０
１
１
年
）

□
落
雷
事
故
に
よ
り
二
七

〇
台
の
計
測
機
器
に
影
響

（
２
０
１
６
年
８
月
）

□
工
場
の
近
接
地
点
で
の

米
軍
用
機
の
タ
ン
ク
投
下

（
２
０
１
８
年
）
、
模
擬
弾

誤
投
下
事
故
（
２
０
１
９
年
）

□
東
海
再
処
理
工
場
は
廃

止
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
が

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
は

六
ケ
所
再
処
理
工
場
の
２

２
０
３

ｍ
よ
り
多
い
、
３
４

０
３

ｍ
が
ガ
ラ
ス
固
化
出

来
ず
貯
蔵
さ
れ
危
険
な
状

態
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
も
視

点
を
当
て
て
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
み
ん
な
で

送
り
ま
し
ょ
う
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
残

存
。
臨
界
の
可
能
性
を

審
査
し
て
い
な
い

膨
大
な

ト
リ
チ
ウ
ム

を
海
洋
へ
流
す
こ
と
を

認
め
る
の
か
？

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
ガ
ラ
ス
固
化
技
術

は
破
綻
し
て
い
る

再
処
理
工
場
も
環
境
基

本
法
の
例
外
と
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

六
ケ
所
工
場
の
歴
史
を

振
り
返
っ
て
も「
再
処
理

審
査
書
案
」
に
は
、
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
の
検
討
す

べ
き
問
題
が
あ
り
ま
す
。

五
月
一
五
日
夕
、
六
時

半
、
岩
手
県
庁
前
小
公
園

に
集
合
し
た
一
六
人
で
、

脱
原
発
盛
岡
金
曜
デ
モ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
緊
急
事
態
宣
言
下
の

「
サ
イ
レ
ン
ト
デ
モ
」
で

し
た
が
、
「
再
処
理
反

対
」
、「
げ
ん
ぱ
つ
い
ら
な

い
」
な
ど
を
マ
ス
ク
越
し

で
叫
び
な
が
ら
、
内
丸

や
大
通
り
の
歩
道
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。

二
〇
一
一
年
３
・
１

１
を
契
機
に
始
ま
っ
た

盛
金
デ
モ
は
厳
寒
の
時

期
も
休
み
な
く
続
け
ら

れ
て
来
ま
し
た
。

一
三
日
の
原
子
力
規

制
委
員
会
の
「
六
ケ
所

再
処
理
工
場
審
査
打
ち

切
り
」
の
ニ
ュ
ー
ス
に

は
、
参
加
者
か
ら
驚
き

と
怒
り
の
声
が
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

（
尚
）


